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(57)【要約】
【課題】  スコープ側だけで操作スイッチの機能を任意
に変更・設定することができ、また操作スイッチ配置部
分の洗浄を容易にする。
【解決手段】  内視鏡操作部に配置されるＦ／Ｈ操作釦
１２、ＶＴＲ操作釦１３、拡大（Ｍａｇ．）操作釦１４
を、取付け凹部１１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃに着脱自在に配
置する。これら操作釦１２～１４には、スイッチ機能を
表すキャラクタを付し、下面側にはスイッチ機能を識別
させる凹部２２Ｂを設け、この識別凹部２２Ｂを検出回
路２３，２４で検知することにより、それぞれのスイッ
チ機能を識別する。これによれば、各操作釦１２～１４
を取付け凹部１１Ａ～１１Ｃのいずれにも配置すること
ができる。また、各操作釦に特定部を設けて同一の構成
とし、取付け凹部側での上記特定部の配置位置を検出し
て、その操作釦の機能を識別することもできる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  各種機能を操作するための複数の操作ス
イッチが内視鏡操作部に設けられる内視鏡装置におい
て、
上記内視鏡操作部の複数のスイッチ取付け部に配置さ
れ、かつ各操作スイッチ間で交換可能となる複数の操作
体と、
この操作体が上記スイッチ取付け部に配置されたとき、
その操作体のスイッチ機能を識別するための識別手段
と、
この識別手段で識別された各操作体の操作に基づき各ス
イッチ機能を実行する制御回路とを設けたことを特徴と
する内視鏡装置。
【請求項２】  上記識別手段は、上記操作体側に設けら
れた機能別構造と、この機能別構造を検出するために上
記内視鏡操作部側に設けられた検出部とからなることを
特徴とする上記請求項１記載の内視鏡装置。
【請求項３】  上記識別手段は、上記操作体側に設けら
れた特定部と、上記スイッチ取付け部に機能識別のため
の複数の検出位置が設けられ、この複数の検出位置のい
ずれかに配置された上記特定部を検出することによりそ
の操作体のスイッチ機能を識別する検出部とからなるこ
とを特徴とする上記請求項１記載の内視鏡装置。
【請求項４】  上記操作体には、そのスイッチ機能を表
すキャラクタを付したことを特徴とする上記請求項１乃
至３記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は内視鏡装置、特に内
視鏡操作部に配置された各種の操作スイッチの機能を任
意に設定可能とする内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】電子内視鏡、ファイバースコープ等を備
えた内視鏡装置では、内視鏡（スコープ）にて撮像され
た被観察体の動画がモニタに表示されるが、この内視鏡
の操作部に設けられた複数の操作スイッチ、例えばフリ
ーズ（静止画）スイッチ、ＶＴＲスイッチ、拡大スイッ
チ等にて各種の操作が実行できるようになっている。上
記フリーズスイッチでは、例えば１回目の操作によって
被観察体の静止画をモニタに表示し、２回目の操作によ
って上記静止画をハードコピーし、ＶＴＲスイッチで
は、被観察体の動画等をＶＴＲに記録し、拡大（変倍）
スイッチでは、被観察体を光学的又は電子的に拡大した
映像を表示することができる。そして、これらの各種の
操作スイッチは、使用頻度等を考慮して操作部の最適な
位置に配置される。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
内視鏡装置の上記各操作スイッチの配置は、固定で動か
すことができないため、必ずしも使い易い状態ではない
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という問題があった。即ち、内視鏡の使用目的、適用部
位、観察部位によっては上記操作スイッチの使用頻度が
異なり、これらスイッチの配置を変えた方がよい場合も
あり、また使用者である術者の個性や好みによって操作
スイッチの配置を任意に設定したいという要請がある。
従って、内視鏡の操作スイッチの機能を任意に変更（カ
スタマイズ）することができれば便利であり、使い勝手
のよい装置を得ることができる。
【０００４】一方、従来では、上記の要請に応えるもの
として、特公平５－５０７２５号、特開平９－２７６２
１４号、特開平１２－２７１０６５号に示されるよう
に、内視鏡操作部に設けられた各スイッチの機能をプロ
セッサ装置側で任意に変更・設定できるようにしたもの
が提案されている。
【０００５】しかし、このような従来の装置では、スイ
ッチ機能を変更・設定する際には必ずプロセッサ装置を
操作しなければならず、変更・設定の操作が煩雑とな
る。特に、内視鏡装置では必要に応じて複数種類のスコ
ープをプロセッサ装置に接続することが行われており、
接続されるスコープ毎に操作スイッチの機能を設定し直
さなければならないという問題がある。
【０００６】また、スコープにおける操作スイッチの機
能を変更する場合は、変更された操作スイッチが何の機
能であるのかを覚えておく必要があり、各スイッチの機
能の設定状況が把握し難くなるという不都合もある。
【０００７】更に、この種のスコープは人体に適用され
るため、使用後には挿入部だけでなく操作部でも、洗
浄、消毒が必要となるが、特に、操作部における操作ス
イッチ部材と操作部本体との接続部の隙間等に液体等が
付着し易く、このような操作スイッチの存在は、洗浄が
行い難い一つの要因となっている。
【０００８】本発明は上記問題点に鑑みてなされたもの
であり、その目的は、スコープ側だけで操作スイッチの
機能を任意に変更・設定することができ、また変更した
各スイッチの機能の設定状況が把握し易くなり、しかも
操作スイッチ配置部分の洗浄が容易になる内視鏡装置を
提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、請求項１に係る発明は、各種機能を操作するための
複数の操作スイッチが内視鏡操作部に設けられる内視鏡
装置において、上記内視鏡操作部の複数のスイッチ取付
け部に（着脱自在に）配置され、かつ各操作スイッチ間
で交換可能となる複数の操作体と、この操作体が上記ス
イッチ取付け部に配置されたとき、その操作体のスイッ
チ機能を識別するための識別手段と、この識別手段で識
別された各操作体の操作に基づき各スイッチ機能を実行
する制御回路とを設けたことを特徴とする。請求項２に
係る発明は、上記識別手段が、上記操作体側に設けられ
た機能別構造と、この機能別構造を検出するために上記
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内視鏡操作部側に設けられた検出部とからなることを特
徴とする。
【００１０】請求項３に係る発明は、上記識別手段は、
上記操作体側に設けられた特定部と、上記スイッチ取付
け部に機能識別のための複数の検出位置が設けられ、こ
の複数の検出位置のいずれかに配置された上記特定部を
検出することによりその操作体のスイッチ機能を識別す
る検出部とからなることを特徴とする。請求項４に係る
発明は、上記操作体には、そのスイッチ機能を表すキャ
ラクタを付したことを特徴とする。
【００１１】上記の請求項１及び２の構成によれば、内
視鏡操作部に例えば３つの操作スイッチが取り付けられ
るとすると、これらの操作体の下側に、機能別構造とし
て、例えば凹凸形状が異なる位置に形成され、この凹凸
形状の有無を、スイッチ取付け部側の例えば送受光方式
の検知回路で判定することにより、各操作体に付与設定
された機能が識別される。これによれば、フリーズ機能
が与えられた操作体は、いずれのスイッチ取付け部に配
置された場合でも、フリーズ機能操作スイッチとして認
識される。従って、機能別構造が付与された操作体を所
望の場所に配置することにより、そのスイッチ機能を任
意の場所に設定することが可能となる。
【００１２】上記請求項３の構成によれば、特定部とし
ての突起が設けられた操作体を共通の操作体として用
い、スイッチ取付け部側には例えば内周の４箇所に上記
突起でオン、オフする識別スイッチを設ける。即ち、こ
の４つの識別スイッチのそれぞれに操作スイッチの各機
能が割り当てられ、例えば第１識別スイッチにフリーズ
機能、第２識別スイッチにアイリスモード機能、第３識
別スイッチに画像拡大機能、第４識別スイッチにＶＴＲ
機能が設定される。従って、上記突起で第１識別スイッ
チを押す状態で操作体を配置すれば、この操作体はフリ
ーズ機能のスイッチとして認識されることになり、突起
で押した第１～第４の識別スイッチの機能がその操作体
の機能として扱われる。
【００１３】上記請求項４の構成によれば、上記の機能
別構造が付与された操作体、或いは共通の操作体には、
そのスイッチ機能を表すキャラクタ、例えば文字、特徴
的な記号、番号等が付されるので、使用者はこれらのキ
ャラクタが表示された操作体を交換するだけで、スイッ
チ機能を容易に変更することができる。しかも、各スイ
ッチ機能の設定状況が一目で分かるという利点がある。
更に、本願発明によれば、洗浄、消毒の際には、操作体
を内視鏡操作部等から取り外して作業をすることがで
き、洗浄作業が行い易くなるという利点もある。
【００１４】
【発明の実施の形態】図１には、第１実施例に係る内視
鏡装置の内視鏡操作部の構成が示され、図２乃至図６に
は、操作スイッチ部の構成が示されている。この内視鏡
装置では、図１に示されるように、内視鏡（スコープ）
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の操作部１０の本体上面に、同一外周形状の各操作釦
（操作体）を配置するための例えば３つの取付け凹部
（スイッチ取付け部）１１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃが形成さ
れる。そして、当該例では、操作スイッチとして、フリ
ーズ（静止画表示）とハードコピーの操作を行うＦ（フ
リーズ）／Ｈ（ハードコピー）スイッチ、ＶＴＲ（Vide
otape Recorder）への記録操作を行うＶＴＲスイッチ、
光学的及び電子的拡大の操作を行う拡大スイッチが配置
される。
【００１５】即ち、上記Ｆ／Ｈスイッチの一部として、
「Ｆ／Ｈ」の文字が付された操作釦（体）１２が操作部
本体側の取付け凹部１１Ａに配置され、上記ＶＴＲスイ
ッチとして、「ＶＴＲ」の文字が付された操作釦１３が
操作部本体側の取付け凹部１１Ｂに配置され、上記拡大
（変倍）スイッチとして、「Ｍａｇ．」の文字が付され
た操作釦１４が取付け凹部１１Ｃに配置される。なお、
上記の文字の代わりに、他の記号、番号等のキャラクタ
を付してもよい。
【００１６】図２に示されるように、操作釦１３（他の
１２，１４も同じ）に、回転方向の位置合わせをするた
めに切欠き部１６が形成され、他方の取付け凹部１１Ｂ
（他の１１Ａ，１１Ｃも同じ）には、上記切欠き部１６
を嵌合させる直線壁１７が設けられる。この図２では、
ＶＴＲスイッチのみの構成を示したが、他のスイッチで
も同じ構造となる。なお、これら操作釦１２，１３，１
４は取付け凹部１１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃに固定手段にて
着脱自在に固定される。この固定手段としては、図示し
ていないが、周知の各種の構成が適用でき、凸部が凹部
に係合する係合形式、ネジ螺合形式等の構造を両者に設
けてもよいし、操作釦１２，１３，１４自体を別体の螺
合結合形式の固定部材で操作部１０ケース側に取り付け
るようにしてもよい。
【００１７】また、この操作釦１２，１３，１４には、
図５及び図６に示されるように、その下部中央部にオ
ン、オフ動作のための突起１９が設けられ、他方の取付
け凹部１１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃの底面には、上記突起１
９が上側［図５（Ａ）］にあるときのオフ（ＯＦＦ）状
態と、突起１９が下側［図５（Ｂ）］へ移動したときの
オン（ＯＮ）状態を検知する検知回路２０が設けられ
る。
【００１８】そして、上記操作釦１２，１３，１４のそ
れぞれでは、その操作機能を示す機能別構造として、そ
の下面部に、図２、図５及び図６に示されるように、凹
部２２Ａ，２２Ｂ（凹部なしを含む）が形成されると共
に、この凹部２２Ａ，２２Ｂの存在を検知する検知回路
（部）２３，２４が上記取付け凹部１１Ａ，１１Ｂ，１
１Ｃの底面に設けられる。これらの検知回路２０，２
３，２４の配置状態は、図３に示されるようになる。
【００１９】図４には、上記検知回路２０，２３，２４
の検知状態が示されており、この検知回路２０，２３，
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２４は、投光した光が各操作釦１２，１３，１４の下面
部（突起１９、識別凹部２２Ａ，２２Ｂを含む）から反
射して受光する状態（ＯＮ，ＯＦＦ）を検知するもの
で、当該例では、投光した光が良好に反射するように、
識別のための凹部２２Ａ，２２Ｂを除いて、検知回路２
０，２３，２４に対向する各操作釦１２，１３，１４の
下面位置に反射板２６を配置している。
【００２０】図７には、上記検知回路２０，２３，２４
を含む認識回路の具体的な構成が示されており、この検
知回路２０，２３，２４は、投光窓２８Ｅ、発光ダイオ
ード２８Ｆ、定電流源２８Ｇを有する投光部２８と、受
光窓２９Ｅ、フォトトランジスタ２９Ｆ、電源２９Ｇを
有する受光部２９からなる。そして、この受光部２９か
らの検知出力は内視鏡に設けられたマイコン３０へ供給
され、このマイコン３０にて、各操作釦１２，１３，１
４の機能を識別すると共に、この操作釦１２，１３，１
４のオン、オフを認識する。
【００２１】第１実施例は以上の構成からなり、上記各
操作釦１２，１３，１４の識別は次の表１によって行わ
れる。
【表１】

【００２２】即ち、図５（Ａ）のように、機能別構造の
凹部がない場合は、検知回路２３，２４にて共にオンが
検知されるので（表１の１段目）、操作釦１２がＦ（フ
リーズ）／Ｈ（ハードコピー）スイッチであることがマ
イコン３０で認識され、図６（Ａ）のように、図の右側
に機能別凹部２２Ｂがある場合は、検知回路２３にてオ
ン、検知回路２４にてオフが検知される（表１の２段
目）。即ち、図８に示されるように、検知回路２３では
投光部２８からの光が反射板２６で反射して受光部２９
で受光されるのでオンとなり、検知回路２４では反射光
が受光部２９で受光されないのでオフとなり、マイコン
３０にて操作釦１３がＶＴＲスイッチであることが認識
される。また、図６（Ｂ）のように、図の左側に機能別
凹部２２Ａがある場合は、検知回路２３にてオフ、検知
回路２４にてオンが検知されるので（表１の３段目）、
操作釦１４がＭａｇ．（拡大）スイッチであることが認
識される。
【００２３】そして、これらの各操作釦１２，１３，１
４では、押し操作によって下面中央部の突起１９が検知
回路２０に近接してスイッチ作用を実行する。即ち、図
５（Ａ）又は図８の状態では、反射板２６からの反射光
が受光部２９へ到達せず、オフ状態となるが、図５
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（Ｂ）のように突起１９が検知回路２０へ近づくと、投
光部２８からの光が反射板２６で反射して受光部２９へ
到達し、オン状態となる。
【００２４】このような第１実施例では、図１のスイッ
チの配置状態から任意の配置状態に交換することができ
る。即ち、各操作釦１２，１３，１４を何処の取付け凹
部１１Ａ，１１Ｂ，１１Ｃに取り付けても、操作釦１２
はＦ／Ｈスイッチ、操作釦１３はＶＴＲスイッチ、操作
釦１４は拡大スイッチとして機能する。従って、使用者
は操作釦１２，１３，１４の位置を交換するだけで操作
スイッチの配置を任意に設定することが可能となる。
【００２５】また、上記操作釦１２，１３，１４にはス
イッチ機能を表すキャラクタを付したので、そのスイッ
チ機能が明確となり、スイッチ機能の変更、設定が容易
になる。更に、上述した特願平５－５０７２５号等の従
来例の場合は、変更した操作スイッチの機能や場所を覚
えておくか、変更毎に表記し直すことが必要となるが、
本発明では、このような作業が不要であり、誤判断、誤
操作も防止されるという利点がある。
【００２６】上記第１実施例では、３つの操作スイッチ
について説明したが、このスイッチの数は任意に設定す
ることができ、また取付け凹部１１は３つとするが、操
作釦を３個以上の例えば５個用意し、かつ上記検出回路
（２３，２４）を取付け凹部底面の円周方向に増やすこ
とにより、５個の中の３個の操作釦を選択的に使用でき
るようにしてもよい。これによって、例えば他の記録装
置（ビデオプリンタ、ビデオディスクレコーダ、画像フ
ァイリング装置等）のスイッチを上記ＶＴＲスイッチや
ハードコピースイッチの代わりに配置することができ
る。
【００２７】図９乃至図１２には、第２実施例の構成が
示されており、この第２実施例は、共通の構造とした操
作体の取付けの位置で機能を識別するようにしたもので
ある。図９に示されるように、第２実施例においても、
操作部１０の本体上面に、操作釦（操作体）３３を配置
するための３つの取付け凹部３４Ａ，３４Ｂ，３４Ｃが
設けられる。そして、この取付け凹部３４Ａ～３４Ｃに
取り付けられる操作釦３３は、識別手段の特定部として
外周から突出する突起３５を一体形成し、内部には操作
に応じて上下移動する作動軸３６が設けられており、こ
の突起３５及び作動軸３６を含めた操作釦３３は全て同
一構造のものが用いられる。
【００２８】図１１に示されるように、取付け凹部３４
Ａ，３４Ｂ，３４Ｃでは、支持部３７の内面側にゴム製
表皮３８が配置されると共に、この支持部３７の下側に
等間隔（９０度間隔）で４箇所に、上記突起３５が入る
大きさの開口３９が形成され、この開口３９に、第１、
第２、第３及び第４の識別スイッチ４１Ａ，４１Ｂ，４
１Ｃ，４１Ｄが配置される（図１１では４１Ｂ，４１Ｃ
のみを描く）。当該例では、第１識別スイッチ４１Ａが
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フリーズ機能、第２識別スイッチ４１Ｂが測光条件等を
選択するアイリスモード機能、第３識別スイッチ４１Ｃ
が画像拡大機能、第４識別スイッチ４１ＤがＶＴＲ機能
の識別のために配置される。
【００２９】また、上記支持部３７の底面には、上記操
作釦３３の作動軸３６が入る開口４３が形成され、この
開口４３に、機能操作のオン、オフを実行するメインス
イッチ４４が配置される。そして、上記第１～第４の識
別スイッチ４１Ａ～４１Ｄとメインスイッチ４４のオ
ン、オフ信号はマイコン４５に供給され、このマイコン
４５では、第１～第４の識別スイッチ４１Ａ～４１Ｄの
オン、オフ信号によって、取付け凹部３４Ａ～３４Ｃに
配置された各操作釦３３の機能を識別すると共に、この
操作釦３３による操作のオン、オフを認識する。
【００３０】更に、上記操作釦３３の上面には、突起３
５の配置位置（外周位置）を示すマーク（例えば図示さ
れるように黒丸）Ｍが付され、他方の操作部１０には、
取付け凹部３４Ａ，３４Ｂ，３４Ｃの縁部において、上
記第１～第４の識別スイッチ４１Ａ～４１Ｄに対応した
位置に機能番号が付される。即ち、第１識別スイッチ４
１Ａの配置位置に番号１、第２識別スイッチ４１Ｂの配
置位置に番号２、第３識別スイッチ４１Ｃの配置位置に
番号３、第４識別スイッチ４１Ｄの配置位置に番号４が
付される。これによれば、操作釦３３のマークＭが一致
する番号がその操作釦３３の機能を示すことになる。な
お、上記の番号の代わりにスイッチ機能を示すキャラク
タ(第１実施例のような記号或いは絵文字等)を付すよう
にしてもよい。
【００３１】第２実施例は以上の構成からなり、この第
２実施例では、取付け凹部３４Ａ，３４Ｂ，３４Ｃに対
し、操作釦３３をその突起３５の位置を変えながら取り
付けることによって各種の機能を設定することができ
る。即ち、図９及び図１０に示されるように、図の左側
の取付け凹部３４Ｃにて、例えば突起３５が番号３の方
を向く状態で操作釦３３を挿入する。そうすると、図１
２に示されるように、操作釦３３の突起３５が開口３９
から第３識別スイッチ４１Ｃを押すことになり、この結
果、この左側の操作釦３３は画像拡大スイッチとして識
別され、かつ画像拡大スイッチとして機能することにな
る。
【００３２】同様にして、図の中間の取付け凹部３４Ｂ
にて、突起３５が番号１の方を向く状態で操作釦３３を
挿入すると、この突起３５が開口３９から第１識別スイ
ッチ４１Ａを押すので、この中間の操作釦３３はフリー
ズスイッチとして機能し、また図の右側の取付け凹部３
４Ａにて、突起３５が番号４の方を向く状態で操作釦３
３を挿入すると、この突起３５が開口３９から第４識別
スイッチ４１Ｄを押すので、この右側の操作釦３３はＶ
ＴＲスイッチとして機能する。なお、これらの操作釦３
３の機能は、図１０に示されるように、マークＭが位置*
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*する番号１～４を見ることによって把握することができ
る。
【００３３】そして、これらの操作釦３３のそれぞれで
は、図１２に示されるように、押し操作時に、中央部の
作動軸３６が開口４３を介してメインスイッチ４４を押
したときオンとなり、このようなスイッチ作用によって
各機能の操作が実行できることになる。
【００３４】以上のように、第２実施例では、単に操作
釦３３の突起３５の配置位置を変えることによって任意
の機能の操作スイッチに変更することができ、第１実施
例のように、専用の操作釦(１２～１４)を用意する必要
がないという利点がある。また、この第２実施例におい
ても、操作釦３３の上面等に、スイッチ機能を示す第１
実施例のようなキャラクタを付すことができる。
【００３５】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
内視鏡操作部のスイッチ取付け部に対し、各操作スイッ
チ間で交換可能となるように複数の操作体を配置し、こ
れら複数の操作体のスイッチ機能を識別手段で識別する
ようにしたので、使用目的、適用部位、観察部位によっ
て或いは使用者等の個性や好みによって、内視鏡の操作
スイッチの機能を任意にカスタマイズすることができ、
使い勝手のよい装置が得られる。また、操作スイッチを
取り外すことができるので、操作スイッチの取付け接続
部分の洗浄が容易になるという利点もある。
【００３６】また、請求項３の発明によれば、操作体の
特定部が配置された内視鏡操作部側の検出位置で機能識
別を行うようにしたので、異なる機能の操作スイッチの
操作体を同一の構造にすることができ、操作体が簡略化
され、かつ取扱いも容易になる。
【００３７】更に、請求項４の発明によれば、上記操作
体にそのスイッチ機能を表すキャラクタを付したので、
そのスイッチ機能の設定状況が一目で分かり、スイッチ
機能の変更、設定が容易になると共に、変更した操作ス
イッチの機能や場所を覚える必要もなく、誤判断、誤操
作が防止されるという利点がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施例に係る内視鏡装置の内視鏡
操作部の構成を示す斜視図である。
【図２】第１実施例の操作釦（ＶＴＲスイッチ）と取付
け凹部の構成を示す斜視図である。
【図３】第１実施例の内視鏡操作部における取付け凹部
の構成を示す図である。
【図４】第１実施例の検出回路と反射板の構成を示す斜
視図である。
【図５】第１実施例のＦ／Ｈスイッチのオフ時の状態
［図（Ａ）］とオン時の状態［図（Ｂ）］を示す断面図
である。
【図６】第１実施例のＶＴＲスイッチ［図（Ａ）］と拡
大スイッチ［図（Ｂ）］の構成(オフ時)を示す断面図で
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ある。
【図７】第１実施例の検出回路を含む識別手段の具体的
な構成を示す回路図である。
【図８】第１実施例のＶＴＲスイッチにおける検出回路
の検出状態を示す図である。
【図９】本発明の第２実施例に係る内視鏡装置の内視鏡
操作部の構成を示す斜視図である。
【図１０】図９の内視鏡操作部を上側から見た図であ
る。
【図１１】第２実施例の操作釦及び取付け凹部の構成と
識別手段を示す図である。
【図１２】第２実施例の操作釦を取付け凹部に配置した*

10
*状態及び操作釦を押した状態を示す断面図である。
【符号の説明】
１０…内視鏡（スコープ）操作部、１１Ａ，１１Ｂ，１
１Ｃ，３４Ａ，３４Ｂ，３４Ｃ…取付け凹部、１２…Ｆ
／Ｈ操作釦(操作体)、１３…ＶＴＲ操作釦、１４…拡大
（Ｍａｇ．）操作釦、１６…切欠き部、        １９，
３５…突起、２０，２３，２４…検出回路、２２Ａ，２
２Ｂ…凹部（機能別構造）、２６…反射板、          
２８…投光部、２９…受光部、          ３０，４５…
マイコン、３３…操作釦(操作体)、  ３９，４３…開
口、４１Ａ，４１Ｂ，４１Ｃ，４１Ｄ…識別スイッチ。

【図１】 【図２】 【図３】

【図４】 【図５】

【図６】

【図７】
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